
東京都立葛飾商業高等学校全日制課程 

都立葛飾商業高等学校 令和５年度 年間授業計画 

教科 商業 科目 課題研究（販売） 
学

年 
３ 

単

位 
３ 

教科書(出版社) なし 

副教材等(出版社) なし 

 

１．学習の目標 

(1) 実店舗販売活動を通して、自ら題を設定し、その課題の解決を図る学習進める。 
(2) 専門的な知識と技術の深化、総合化を図るとともに、問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。 
 

２．学習内容 

学

期 
単元 授業内容 

時

数 

1 

2 

(1)実習を進めるにあたって 
 ① 年間計画・実習概要について 
 ② 授業の心構えについて 
 ③ ビジネスサイクル(経営資源 
  とその流れ)について 
 ④ 利害関係者と企業の社会的 
  責任・存在意義について 
 ⑤ 経営理念について 
(2)会社を作ろう 
 ① 役員の選定、経営理念の考案 
 ② 事業内容の設定と精選 
 ③ 事業目標の設定 
 ④ 株主総会 
(3)実店舗経営－１ 
 ① 実店舗の確認  
 ② 資金・購買・販売計画 
 ③ 販売商品の計画 
 ④ 広告・販売戦略と実践 
 ⑤ 販売の実際 
 ⑥ 実習成果の確認・検証と評価 
 ⑦ 次回販売活動の課題設定 
  及び課題解決策の立案 
 ⑧ 株主総会 
(4)実店舗経営－２ 
 ① 新たな商品の選定･開発と 
  資金･購買･販売計画 
 ② 地域企業との連携  
 ③ 地域社会との連携 
 ④ 連携の実際 
 ⑤ 活動成果の確認・検証と評価 
 ⑥ 次回活動への課題設定及び課

題解決策の立案 
 ⑦ 株主総会 

〇 授業概要の把握 
〇 企業と会社の違い、企業とその経営活動について概要を理解する 

（この項は課題学習でも取り扱う） 
〇 自らが模擬企業活動の実践を進めることを認識する 

（この項は課題学習でも取り扱う） 
 

 以下の内容について、生徒のグループワーク（協働的な学び）において

授業を展開していく 
 生徒が情報の収集と整理を通して相互に意見・発案等を発表・評価しあ

うこと(主体的な学び)をとおして内容を高めていく 
〇 資金計画や人事計画（販売活動の役割・配置分担）と実践等経営活動

に必要な知識・技術について学ぶ 
〇 商品計画と開発・購買の実践などをとおしてマーケティング活動に

必要な知識・技術について学ぶ 
〇グループワークや発表活動(株主総会)を通して自己の学びを整理する

こと、他者を評価し認め合うことを学ぶ 
 

〇 店舗レイアウト設計や広告、販売員活動の計画と実践をとおしてプ

ロモーション活動に必要な知識・技術について学ぶ 
〇企業や社会施設、他校との連携等を通して社会と人、社会と自分の関わ

りについて実際的に学ぶ 
〇販売活動や地域との連携活動を通して社会活動について実際的に学ぶ 
〇１学期の成果と２学期の活動方針・計画をまとめ、学習成果発表会を通

して発表活動をするための準備を進める 
〇北小岩商栄会実習店舗や葛飾区高砂音楽祭への出店を計画する 

81 

３ 

(5)プレゼンテーション活動 
 ① １･２学期の活動の整理 
 ② 発表成果物の作成  
 ③ 発表手順の計画 
 ④ 発表活動の評価と改善 

 今までの学習を振り返り、整理・発表することを通して習得した知識・

技術などについて確認をする 
〇 プレゼンテーションに必要な知識と技術について学ぶ 
〇 他のプレゼンテーションを受け止め、その中で得た情報 
 等について整理するとともに適切に評価する。 
〇 学習成果発表会の機会を活用する 

12 

 

 

 



東京都立葛飾商業高等学校全日制課程 
３．評価規準・評価方法 

評価の観点 評価方法 A（良い） B（概ね達成） C（不十分） 
【関心・意欲・態度】 

用具の準備や出席状

況、販売実習・準備や発

表に取り組む態度など 

授業の取組 

販売実習の取

組 

・授業内容や目標を

理解し、自ら応用・発

展的な知識・技術の

収集・習得に努めた 

・授業内容を理解し

適切に実習等の活動

に取り組んだ 

・発展的な内容の習

得は認められなかっ

た 

・授業内容を理解し

て実習等の活動に取

り組んでいなかった 

【思考・判断】 

販売実習・準備や発表

が計画的かつ円滑に進

められるか 

授業の取組 

販売実習の取

組 

・グループ内に発生

した課題について発

見し、建設的な解決

策を提案するなどで

きた 

・グループ内に発生

した課題について認

識したが解決策の提

案には至らなかった 

・グループ内の課題

について認識できな

かった。あるいは看

過する姿勢であった 

【表現・技能】 

自らの役割に応じた専

門的な知識・技能を活

用して販売・発表活動

をできたか 

授業の取組 

販売実習の取

組 

・作業に率先して参

加し、手際よく進め

た 

・準備や片付けにも

リーダー的な役割を

果たした 

・準備・片付けを含め

た実習に参加した

が、指導教員や友人

の指示を待たないと

行動できない等積極

性が見られなかった 

・実習に参加をしな

かった。参加をして

も協力的な姿勢・態

度ではなかった 

【知識・理解】 

自らの役割に応じた専門的な

知識・技能を活用して販売・

発表活動をできたか 

授業の取組 

販売実習の取

組 

・右記検定の合格基

準に達している 

・販売士検定３級（日

商）における「マーチ

ャンダイジング」「マ

ーケティング」「スト

アオペレーション」

の分野の理解ができ

る 

・商業経済検定・マー

ケティングにおける

「販売計画」「仕入計

画と商品管理」の分

野が理解できる 

・商業経済検定・ビジ

ネス経済Ｂにおける

「企業経営」「ビジネ

スの創造と地域産業

の振興」の分野が理

解できる。 

・サービス接遇検定

（実務技能検定協

会）の内容が理解で

きる 

・左記検定各分野に

おける重要用語の理

解ができていない 

 

【評価方法】以下の基準により総合的に判断する。 
  (1) ７：３ ＝ （授業・実習状況、出欠、提出物）：（発表成果物）の割合で評価する 
  (2) 販売演習の参加、課題取組、協力共同作業の取り組み 
  (3) 実際に行動し、まとめ、発表することができる。 
 



東京都立葛飾商業高等学校全日制課程 

都立葛飾商業高等学校 令和５年度 年間授業計画 

教科 商業 科目 
課題研究 

（パーソナルファイナンス） 

学

年 
３ 

単

位 
３ 

教科書(出版社)  

副教材等(出版社) ＦＰの教科書３級・ＦＰの問題集（ＴＡＣ出版） 

 

１．学習の目標 

   社会保障や租税に関する知識を習得することで広く社会問題に関心を持ち、又、自らの意見を持つこ

とで、将来、消費者として適切な選択ができることを目標とする。 

 

２．学習内容 

学

期 
単元 授業内容 

時

数 

１ 

(1)ライフプランニングと資金

計画 

(2)タックスプランニング 

(3)相続・事業承継 

・ライフプランング策定上の資金計画 

・社会保険と公的年金の全体像  

・所得税の基本 

・相続の基本 

・贈与税 

 

36 

２ 

(4)不動産 

(5)ライフプランニング 

(6)リスクマネジメント 

 

・不動産の基礎 

・社会保険の詳細 

公的年金の詳細 

厚生年金の詳細 

その他社会保険 

・保険の基礎 

 

45 

３ 

(7)金融資産運用 

(8)ファイナンシャルプランニ

ング技能士検定３級 受験対

策 

経済・金融の基礎 

金融商品 

・模擬試験演習 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



東京都立葛飾商業高等学校全日制課程 
３．評価規準・評価方法 

評価の観点 評価方法 A（良い） B（概ね達成） C（不十分） 
【関心・意欲・態度】 

教科書等の準備や問題

演習に取り組む態度な

ど 

授業への貢献

（意欲的に問

題意識を持ち

授業に参加し

たか）２０％  

教科書記載内容をテ

ーマとし、発展的な

内容について自ら調

査・研究している。 

教科書記載内容につ

いて、理解している。 

 

教科書記載内容につ

いて必要最低限の知

識について習得して

いない 

 

【思考・判断】 

得た知識を時事問題の

理解に役立てられるか 

課題（年間 5 回

程度）３０％ 

・成人年齢引き

下げについて

等について、調

査・発表 

時事問題について理

解し、自分の意見を

持っている 

テキスト等の知識を

習得しているが、現

実社会と結び付け理

解することができて

いない。 

テキスト等の知識を

習得していない 

 

【表現・技能】 

得た知識を自らの将来

に役立てられるか 

課題(年間５回

程度)６０％ 

・高校生の税の

作文 

・ライフプラン

表の作成等 

課題作成にあたっ

て、調査研究し、自

分の言葉で表現して

いる。 

課題作成にあたっ

て、調査研究してい

る。 

課題作成にあたっ

て、見本を模倣して

いる。 

【知識・理解】 

単元ごとの確認テスト 

単元ごとの知

識確認テスト

（年間 10 回を

予定）４０％ 

各確認テストについ

て、平均 80%以上の得

点 

各確認テストについ

て、平均 50%以上の得

点 

各確認テストについ

て、平均 50%未満の得

点 

  ※具体的な評価方法等 

・「３級ファイナンシャルプランニング技能士試験」の受験は任意とする（受験しないことを減点対象 

とはしない）が、受験を多いに推奨し、獲得した得点を加点対象とする。 

 

 



東京都立葛飾商業高等学校全日制課程 

都立葛飾商業高等学校 令和５年度 年間授業計画 

教科 商業 科目 課題研究（国際理解） 
学

年 
３ 

単

位 
３ 

教科書(出版社)  

副教材等(出版社)  

 

１．学習の目標 

  国際社会においては広い視野を持って異文化を理解し、異なる文化や習慣を持った人々とともに生きて 

いくことが求められる。昨今のグローバル化に対応するために、世界の文化を学習し、その多様性を受け 

入れることができる寛容な態度を身につける。 

  さらに、今年度から 12 月の研究成果の発表大会に向けた準備、プレゼンテーションに中心とした発表に向けたス

キルを身に付ける。 

 

２．学習内容 

学

期 
単元 授業内容 

時

数 

１ 

・国際理解の意義 

 

・日本と関係する国々 

 

・日本と関係したことがない国 

 

・日本を取り巻く国際社会 

 

・プレゼンテーション 

・各自で日本とは 

・日本と関係する国、（歴史・文化・食・衣服・生活様式など） 

・プレゼンの準備としての流れや確認 

 プレゼンテーション内容の確認 

 ストーリーづくり 

 ストーリーの完成 

 情報収集 

 

・個人での「国際理解について」のテーマ発表・3 分以内 

・パワーポイント・発表用の原稿用紙作成 

36 

２ 

 

・２学期終了後のプレゼンテー

ションの準備 

 

 

 

 

 

・プレゼンテーション 

 

 

 

・グループの編成 

・テーマ決定（国際理解に関すること） 

・情報収集と整理と分析 

・アイディア力を向上させるための様々なツール手法の習得 

 

・グループでのプレゼンテーション。 

 

・プレゼンテーション確認シート 

・視覚資料のチェック 

・配布資料のチェック 

・表現力をつける（ビジネスマナー） 

・リハーサルの進め方 

 

 

45 

３ 

・まとめ 

 

・プレゼンテーション 

 

 

 

 

 

 

・年間の感想・調査研究して学んだこと、今後これらどのよう

に生かしたいか。 

・今後の進路に生かすことをするにはどのようにすべきか 

・プレゼンテーションの実施と反省 

12 

 

 

 



東京都立葛飾商業高等学校全日制課程 
３．評価規準・評価方法 

評価の観点 評価方法 A（良い） B（概ね達成） C（不十分） 
【関心・意欲・態度】 

国際理解について自ら

学び、必要な情報の収

集と分析に主体的にか

つ協働的に取り組もう

としている。 

プレゼンテー

ション・発表用

の原稿・視覚資

料・ワークシー

ト 

 

国際理解について自

ら学び主体的・協働

的に取り組むことが

できる。 

国際理解について自

ら学び主体的・協働

的に取り組むことが

部分的にできる。 

国際理解について自

ら学び主体的・協働

的に取り組むために

は努力が必要であ

る。 

【思考・判断】 

国際理解に関する課題

を発見し、ビジネスに

求められる合理的かつ

創造的に解決する力を

身に付けている 

プレゼンテー

ション・発表用

の原稿・視覚資

料・ワークシー

ト 

国際理解に伴うビジ

ネスに関する課題を

発見し改善案を出せ

ることができる。 

国際理解に伴うビジ

ネスに関する課題を

発見し改善案を部分

的に出すことができ

る。 

国際理解に伴うビジ

ネスに関する課題を

発見し改善案を出す

ためには努力が必要

である。 

【表現・技能】 

プレゼンテーション・論述や

レポートなど伝える力が身に

付いている。 

プレゼンテー

ション・発表用

の原稿・視覚資

料・ワークシー

ト 

国際理解について自

ら学び主体的・協働

的に伝える力がある 

国際理解について自

ら学び主体的・協働

的に伝える力がある

部分的にある。 

国際理解について自

ら学び主体的・協働

的に伝える力に努力

が必要である。 

【知識・理解】 

国際理解について、体系的

に・系統的に理解していると

ともに、日本と世界とのつな

がりを十分に認識している 

プレゼンテー

ション・発表用

の原稿・視覚資

料・ワークシー

ト 

国際理解について動

向と理論とが関連付

けられている。 

国際理解について動

向と理論とが関連付

けが部分的に出来て

いる。 

国際理解について動

向と理論とが関連付

けて理解するために

は努力が必要であ

る。 

  ※具体的な評価方法等 

   ・プレゼン評価シート、ワークシート、発表原稿（パワーポイント作成）、説明原稿（ワード）、出欠状況 

  



東京都立葛飾商業高等学校全日制課程 

都立葛飾商業高等学校 令和５年度 年間授業計画 

教科 商業 科目 
課題研究 

（ビジネスマネジメント演習） 

学

年 
３ 

単

位 
３ 

教科書(出版社)  

副教材等(出版社) 
事例探求ワークブック ビジネス編』実教出版 

『ビジネス実践』実教出版 

 

１．学習の目標 

多くの情報から信頼性の高い情報を見極める力や経済社会の一員としての望ましい心構えを身につけ、ビジネスの諸

活動に適切に対応する能力と態度を育てる。また新たなビジネスを生み出すための基礎的な知識と技術の習得を目指す、 

 

２．学習内容 

学

期 
単元 授業内容 

時

数 

１ 

・事例研究１「フィルム・ツー

リズム」 

・事例研究２「小売業が把握す

る情報からみえるもの」 

・事例研究３「顧客が納得する

価格」 

・事例研究４「プロモーション

による顧客の獲得」 

・事例研究５「広告コピーを作

るコツ」等 

 

 

・各事例を読み、重要用語について調べ、自分の考えをワーク

シートにまとめる。 

・各事例中に登場したキーワードについて、ビジネスに絡めた

教員出題の設問についてのレポートを作成する。 

・テキストのワークシートを完成させる。 

36 

２ 

・事業計画書の作成 ・ビジネスプランの作成。 

・市場調査（インターネット等） 

・SWOT 分析 

・STP 分析 

・模擬会社の立案 

・定款等の作成 

・予算案の作成 

・発表、他社の評価等 

45 

３ 

・事業計画書完成 

・１年間のまとめ 

・２学期末の発表での評価表を参照し、改善点を修正 

・１年間のまとめ 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 



東京都立葛飾商業高等学校全日制課程 
３．評価規準・評価方法 

評価の観点 評価方法 A（良い） B（概ね達成） C（不十分） 

【関心・意欲・態度】 

出席状況、課題等に取

り組む態度等。 

 

・提出課題 

・プレゼンテー 

ション 

 

課題に対して、有効

な回答を導き出し、

更に自らの考えも

明確に述べられて

いる。 

課題に対して一般

的な回答を導き出

せている。 

課題に対しての回

答が不十分である。 

【思考・判断】 

研究を計画的にかつ

円滑に学習を進めら

れるか 

 

・提出課題 

・プレゼンテー 

ション 

 

研究を進める中で

発生した課題に対

して建設的な解決

策を提案すること

ができた。 

研究を進める中で

発生した課題を認

識することはでき

たが解決策の提案

には至らなかった。 

研究を進める中で

発生した課題を認

識できなかった。 

【表現・技能】 

発表・問題解決を適切

に行うことができて

いるか。 

・提出課題 

・プレゼンテー 

ション 

 

発表資料について

事例等を活用し明

確でわかりやすく

まとめている。 

 

発表資料について

事例等を活用しま

とめている。 

発表資料について

のまとめが不十分

である。 

【知識・理解】 

研究課題を的確に捉

え、情報を見極めて利

用しているか 

・提出課題 

・プレゼンテー 

ション 

 

基本的事項がよく

理解できており、自

らの考えをまとめ

ることができてい

る。 

基本的事項が概ね

理解できており、活

用することができ

た。 

 

基本的事項の理解

が不十分である。 

   ※具体的な評価方法等 

  (1) ６：４ ＝ （授業状況・出欠）：（課題・発表）の割合で評価する 

  (2) 課題について、提出期日内に指示された通りの内容で提出・発表できているか。 

  (3) 発表等において、自分の考えを的確に伝えることができたか。 

   



東京都立葛飾商業高等学校全日制課程 

都立葛飾商業高等学校 令和５年度 年間授業計画 

教科 商業 科目 課題研究（地域デザイン） 
学

年 
３ 

単

位 
３ 

教科書(出版社)  

副教材等(出版社)  

 

１．学習の目標 

   地域の文化的資源を調査・分析し、課題に対し広い視野で解決できる能力を育成し、デザイン力及び創造的 

思考で物事を捉え、考え、アイデアを醸成できる知識・能力を身に付けさせる。 

 

２．学習内容 

学

期 
単元 授業内容 

時

数 

１ 

 

 課題研究について 

 

 地域デザインとは 

 

 東京の観光資源等の調査 

 

 観光甲子園にむけて 

 あなたの町を舞台に SDGs 思

考で修学旅行プランを計画 

 

 課題研究についてガイダンス 

 

 全国の高校生の取組みを調査する 

 

 書籍等を使用して調査 

 

 調べ学習で得た、情報を基に修学旅行プランを計画し、応募

する。 

36 

２ 

 

 葛飾区の資源を活用 

 

 

 

 

 

 卒業旅行プランの計画 

 

 葛飾区へ観光客誘致についてプランを考え、プレゼンする。 

 

 

 

 

 

 高校生の卒業旅行プランを計画する。 

45 

３ 

 

 課題発表 

 

 プレゼンテーション実施 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



東京都立葛飾商業高等学校全日制課程 
３．評価規準・評価方法 

評価の観点 評価方法 A（良い） B（概ね達成） C（不十分） 
【関心・意欲・態度】 

 地域デザインに関心

があり、積極的に課題

に取り組もうとしてい

る。 

 

・授業 

・提出物 

 地域活性化に向け

て、常に関心を持っ

て、課題解決に向け

て自ら積極的に取り

組んでいる。 

地域活性化に向け

て、課題解決に向け

て取り組んでいる。 

地域活性化に関心を

持たずに、取り組ん

でいる。 

【思考・判断】 

 地域活性化にために

どのようにすればいい

のかを考えて、課題制

作を行うことができ

る。 

 

・授業 

・提出物 

活性化プラン作成に

あたり、データを積

極的に用いて調査分

析を行い、プランを

考えている。 

活性化プラン作成に

当たり、データを用

いてプランを考えて

いる。 

活性化プラン作成に

おいて、データを用

いないでプランを考

えている。 

【表現・技能】 

 既存のソフトや適切

なソフトなどを活用

し、創造的思考に基づ

いた作品を制作するこ

とができる。 

 

・授業 

・提出物 

地域活性化のことを

考えて、地域の視点

に立って、創造的な

思考で提案内容を制

作している。 

地域活性化のことを

考えて、提案内容を

制作している。 

自分本位の考えで、

あまり考慮しないで

提案内容を制作して

いる。 

【知識・理解】 

 作品制作やプレゼン

テーションに必要な知

識を習得している。 

 

・授業 

・提出物 

身に付いた知識・技

能をフルに活用し

て、相手に伝わる内

容でプレゼンテーシ

ョンが出来ている。 

知識・技能は活用し

て、プレゼンテーシ

ョンしている。 

相手のことを考えな

いで、ただプレゼン

テーションをしてい

る。 

 



東京都立葛飾商業高等学校全日制課程 

都立葛飾商業高等学校 令和５年度 年間授業計画 

教科 商業 科目 課題研究（ビジネスデザインⅡ） 
学

年 
３ 

単

位 
３ 

教科書(出版社)  

副教材等(出版社) 
Illustrator＆Photoshop 

操作とデザインの教科書（技術評論社） 

 

１．学習の目標 

競争が激化する市場において求められる「価値創造」を具現化し、ビジネスの幅広い領域で、イノベーティブなソ

リューションを生み出すクリエーティブ力と、それを実行できる能力と態度を育てる。 

 

 

２．学習内容 

学

期 
単元 授業内容 

時

数 

１ 

 

デザインコンペへ出展する作品 

の考案および課題制作 

 

 

クライアントの意向に沿った課

題制作 

 

 

 

Illustrator/ Photoshop の応用を用いて、課題を制作する。 

【外部応募の課題制作】 

・T シャツデザインの考案・作品制作 

・エコバックデザインの考案・作品制作 

・2024 年の年賀状デザインの考案・作品制作 

 

【地域連携課題制作】 

・地域イベントの案内広告デザイン考案・作品制作 

・学校案内ポスター・パンフの考案・作品制作 

・ロゴデザイン考案・作品制作 

・選挙案内ポスターの考案・作品制作 

 

36 

２ 

 

デザインコンペへ出展する作品

の考案および課題制作 

 

 

クライアントの意向に沿った課

題制作 

 

 

 

 

Illustrator/ Photoshop の応用を用いて、課題を制作する。 

【外部応募の課題制作】 

 ・未来の自動車関連のデザイン考案・作品制作 

・新聞広告系デザイン考案・作品制作 

・ファッション系デザインの考案・作品制作 

・企業ロゴ・キャラクターデザインの考案・作品制作 

 ・その他 

【地域連携課題制作】 

・商品パッケージデザインの考案・作品制作 

・その他 

45 

３ 

 

 

デザインコンペへ出展する 

作品の考案および課題制作 

 

 

クライアントの意向に沿った課

題制作 

 

Illustrator/ Photoshop の応用を用いて、課題を制作する。 

【外部応募の課題制作】 

・ステーショナリーグッズの考案・作品制作 

 ・オリジナル絵本の考案・作品制作 

 ・その他 

12 

 

 

 

 

 

 



東京都立葛飾商業高等学校全日制課程 
３．評価規準・評価方法 

評価の観点 評価方法 A（良い） B（概ね達成） C（不十分） 
【関心・意欲・態度】 

デザインに関する分野に

関心があり，積極的に課題

に取り組もうとしている 

 

授業での様子 

活動報告書や

コンセプトシ

ートの記入 

デザイン制作活動に

大変興味・関心があ

り、自ら課題を見つ

け、積極的に取り組

もうとする意欲、課

題解決に向けて取り

組む姿勢がある。 

デザイン制作活動に

興味・関心があり、

与えられた課題に取

り組もうとする意欲

と、課題解決に向け

て取り組む姿勢があ

る。 

デザイン制作活動に

興味・関心がなく、

与えられた課題に取

り組もうとする意欲

がない。 

【思考・判断】 

クライアントの要望にど

のように応えていけばよ

いのかを考えて，作品制作

を行うことができる 

 

授業での様子 

活動報告書や

コンセプトシ

ートの記入 

 

自らクライアントの

要望を収集・分析し、

それらを踏まえ、周

囲の意見や考えを取

り入れながら、自ら

問題を解決し、積極

的に課題に取り組ん

でいる。 

与えられたクライア

ントの要望を収集・

分析し、それらを踏

まえ、周囲の意見や

考えを取り入れなが

ら、積極的に課題に

取り組んでいる。 

与えられたクライア

ントの要望を収集・

分析し、それらを踏

まえて課題に取り組

んでいない。 

【表現・技能】 

Illustrator や Photoshop

を活用して，作品を制作す

ることができる 

 

授業での様子 

作品データや 

作品プレゼン 

高度なデザイン制作

における企画、構成、

発想、色彩感覚があ

り、デザインソフト

を積極的に活用し、

クライアントの要望

に応えた作品を制作

できる。 

基本的なデザイン制

作における企画、構

成、発想、色彩感覚

があり、デザインソ

フトを活用し、ある

程度、クライアント

の要望に応えた作品

制作を行うことがで

きる。 

基本的なデザイン制

作における企画、構

成、発想、色彩感覚

のうち、いずれかを

満たしているが、デ

ザインソフトを活用

し、作品制作を行う

ことができない。 

【知識・理解】 

作品コンセプトの考案や

作品制作に必要な知識を

習得している 

授業での様子 

活動報告書や

コンセプトシ

ート 

アイデア発想、色彩、

グラフィックデザイ

ンに必要な基本知識

があり、クライアン

トの要望をきちんと

理解している。 

アイデア発想、色彩、

グラフィックデザイ

ンに必要な基本知識

があり、クライアン

トの要望をある程度

理解している。 

アイデア発想、色彩、

グラフィックデザイ

ンに必要な基本知識

のいずれかがある

が、クライアントの

要望を多少理解して

いない。 

   

※具体的な評価方法等 

 以下の基準により総合的に判断する。 

① ４：６ ＝（授業状況・出欠・提出物・作品以外の提出物）：（作品・ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ）の割合で評価する 

② デザインコンセプトを設定し，作品を制作しているか 

③ 指定された条件を守り，作品を提出しているか 

④ Illustrator／Photoshop の操作が身に付いているか 

 

 



東京都立葛飾商業高等学校全日制課程 

都立葛飾商業高等学校 令和５年度 年間授業計画 

教科 商業 科目 課題研究（広告制作） 
学

年 
３ 

単

位 
３ 

教科書(出版社)  

副教材等(出版社)  

 

１．学習の目標 

 ・Adobe 社の premiere PRO を使いこなすことができる。 

・商品について理解を市、ターゲットを決定し、そのターゲットにあった広告を制作することができる。 

 

２．学習内容 

学

期 
単元 授業内容 

時

数 

１ 

(１)広告制作 ・premiere pro の仕様説明 

・広告のマーケティングを理解 

・絵コンテ作成 

・広告制作商品選定・商品撮影 

・広告制作 

・広告発表 

・フィードバック 

36 

２ 

(１)オリジナル広告制作 ・市場調査 

・オリジナル商品の考案 

・絵コンテの作成 

・オリジナル広告商品撮影 

・オリジナル広告制作 

・広告発表 

・フィードバック 

45 

３ 

(１)オリジナル広告制作 ・市場調査 

・マーケティングツールの活用  

・オリジナル商品の考案 

・絵コンテの作成 

・オリジナル広告商品撮影 

・オリジナル広告制作 

・広告発表 

・フィードバック 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



東京都立葛飾商業高等学校全日制課程 
３．評価規準・評価方法 

評価の観点 評価方法 A（良い） B（概ね達成） C（不十分） 
【関心・意欲・態度】 

・社会における広告の

必要性に気づき、商取

引に情報機器を活用し

ようとし、意欲を持っ

て、広告制作に必要な

知識や技能を積極的に

学ぼうとしている。 

また、商品決定におい

て、ターゲット決定や

オリジナル広告制作が

できる。 

・ストーリーシ

ート 

・動画作成 

 

・積極的に広告につ

いて調べ、意欲的に

動画制作に取り組ん

でいた。 

・広告について調べ、

動画制作に取り組ん

でいた。 

・広告を調べず、動画

正確に取り組んでい

た。 

【思考・判断】 

・広告制作をするため

に、目的に応じたツー

ルを適切に選択し、タ

ーゲットを明確にした

内容のデザインに加工

する工夫を行うととも

に、分かりやすいオリ

ジナル広告制作ができ

る。 

・知的財産権を意識し

たオリジナル広告制作

を行うことができる。 

・ストーリーシ

ート 

・動画作成 

・世の中のニーズを

理解し、オリジナル

の動画内容を考案す

ることができる。 

・知的財産やターゲ

ット層に対して適切

な手法を用いること

ができた。 

・ある程度世の中の

ニーズを理解し、オ

リジナルの動画内容

を考案することがで

きる。 

・知的財産やターゲ

ット層に対して知る

ことができた。 

・ニーズを理解はせ

ず、オリジナルの動

画内容を考案した。 

・知的財産やターゲ

ット層を知ることが

できなかった。 

【表現・技能】 

・動画やテキスト、静止

画などのコンテンツを

利用した情報発信に必

要なソフトウェアを活

用して広告制作ができ

る。 

・ストーリーシ

ート 

・動画作成 

・商品にあった広告制

作をするため、自ら進

んで取り組み、エフェ

クトなどの多くの効果

を活用することができ

る。 

・実広告と比べても遜

色ないハイクオリティ

ーで、他者に自ら制作 

した商品の購買欲求を

掻き立てる広告であ

る。 

・商品にあった広告

制作をするため、エ

フェクトなどの効果

を活用することがで

きた。 

・他者に自ら制作した

商品の購買欲求を掻き

立てる広告である。 

・商品にあった広告

制作をするためのエ

フェクトなどの効果

を活用することがで

きない。 

・他者に自ら制作し

た商品の購買意欲を

掻き立てることがで

きなかった。 

【知識・理解】 

・ビジネスにおける広

告の意義や役割を理解

するとともに、広告を

用いて情報を効果的に

伝えるための基礎知識

や分析、企画・立案、制

作、公開の手法を身に

つけている。 

・ストーリーシ

ート 

・動画作成 

・制作した広告のタ

ーゲット層を明確に

理解している。 

・ターゲット層のリ

サーチ方法について

熟知している。 

・制作した広告のタ

ーゲット層を理解し

ている。 

・ターゲット層のリ

サーチ方法について

概ね理解できてい

る。 

・制作した広告のタ

ーゲット層を理解し

ていない。 

・ターゲット層のリ

サーチ方法について

理解していない。 

  ※具体的な評価方法等 

 ・出席・提出物・授業への取組等を総合的に判断する。 

  (１) 課題について、提出期日内に指示された通りの内容で提出・発表できているか。 

  (２) 発表等において、自分の作成した意図等を他人に的確に伝えることができたか。 

  （３）グループワーク時、積極的に協力する姿勢を見せることができたか。積極的に取り組んでいるか。 

 



東京都立葛飾商業高等学校全日制課程 

都立葛飾商業高等学校 令和５年度 年間授業計画 

教科 商業 科目 課題研究（プログラミング演習） 
学

年 
３ 

単

位 
３ 

教科書(出版社)  

副教材等(出版社)  

 

１．学習の目標 

ソフトウェア開発に必要なプログラミングのスキルを習得し，情報システムの開発工程の内容や特徴を理解し，

目的に応じた情報システムを開発するための知識と技術の習得目標とする。 

 

２．学習内容 

学

期 
単元 授業内容 

時

数 

１ 

プログラミングの学習 

 

システム開発の概要 

Java プログラミングの復習 

 

 

システム開発とは 

システム開発の主な流れ 

システム設計 

36 

２ 

アプリ開発実習 身近な問題を解決するためのアプリ開発 45 

３ 

アプリ開発実習および発表 身近な問題を解決するためのアプリ開発 

開発したアプリのプレゼン発表 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



東京都立葛飾商業高等学校全日制課程 
３．評価規準・評価方法 

評価の観点 評価方法 A（良い） B（概ね達成） C（不十分） 
【関心・意欲・態度】 

Java の必要性や利便

性について考えること

ができる 

作品 

自作プリント 

主体的に Java の必

要性や利便性につい

て考えることができ

る 

Java の必要性や利

便性について考える

ことができる 

Java の必要性や利

便性について考える

ことができない 

【思考・判断】 

作業効率を考えながら

作業することができる 

作品 

自作プリント 

クライアントの要望

に応えるため，作業

効率を主体的に考え

ながら，作業するこ

とが出来る 

クライアントの要望

に応えるため，作業

効率を考えながら，

作業することが出来

る 

作業効率を主体的に

考えながら，作業す

ることが出来ない 

【表現・技能】 

Java を活用して，アプ

リを作成することがで

きる 

作品 

自作プリント 

学習してきた知識を

生かし，Java を活用

して，アプリを作成

することができる 

Java を活用して，ア

プリを作成すること

ができる 

Java を活用して，ア

プリを作成すること

ができない 

【知識・理解】 

プログラミングに関する用語

について理解している 

作品 

自作プリント 

作品コンセプトや作

品制作に必要なプロ

グラミング用語につ

いて理解している 

作品コンセプトや作

品制作に必要なプロ

グラミング用語につ

いて概ね理解してい

る 

作品コンセプトや作

品制作に必要なプロ

グラミング用語につ

いて理解していない 

  ※具体的な評価方法等 

   ① ４：６ ＝ （授業状況・出欠・提出物・作品以外の提出物）：（作品・ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ）の割合で評価する 

   ② デザインコンセプトを設定し，作品を制作しているか 

   ③ 指定された条件を守り，作品を提出しているか 

   ④ 制作ソフトを理解し，その操作が身に付いているか 

 


